
考察を行なう。

■近世 - 近世の街道として中山道・三国街道・日光例

幣使街道・下仁田道・利根川の水運、絹流通として絹

市により、分析・考察を行う。

■近代 - 近代の鉄道として高崎線・信越線・両毛線・

上野鉄道・東武伊勢崎線・上毛線・横浜線、絹流通と

して絹市と鉄道駅により、分析・考察を行う。

　これらを整理した上で、各時代の要素と古代集落を

重ね合わせる。これにより、絹流通は重なり合い、古

代が連続していることと、流通に古代集落が集中して

古代社会の連続
近代産業からみる古代集落と現代都市からみる古代道
─上州蚕糸業と絹流通構造を事例として─

Continuous of ancient society
Ancient road to see from ancient settlements and modern city to see from modern industry
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わけではないが、そ

の付近には古代集落

が存在していたと考

えられている地域が

多く存在する。また、

前章の各時代の主な

交通や絹流通が付近

に存在していたと考

えられる。そして、

これらの地の付近で

は古くから蚕糸業が

営まれていたことが

【序論】

第一章　本研究について　　　　　　　　　     
□研究目的

　『和名類聚抄』( 註 1) に記載される地名の現在地比定に

より、利根川上流域において現代日本における古代社

会の影響があることが指摘されている。(註 2)

　利根川上流部は、かつて上州と言われた群馬県の地

域で、近代において蚕糸業が盛んな地域であったが、

現在では衰退している。しかし、上州蚕糸業の重要な

点は近代のみではないと考えられる。

　1, 近代以前の時代について

　　上州の蚕糸業伝来は弥生時代中期頃とされ、

　　近代以前にも蚕糸業が存在したと考えられる点。

　2, 近代以降の時代について

　　鉄道草創期に上州と横浜は鉄道によりいち早く

　　結ばれ、現在でも利用されていると考えられる点。

　この 2 点から、上州地域は地名だけでなく蚕糸業・

交通においても古代から現代に影響していると考えら

れる。そこで、上州蚕糸業と絹流通構造を事例として、

近代産業から古代集落をみることと現代都市から古代

道をみることを試みることによって、古代社会の連続

を明らかにしていくことが目的である。

□研究方法

　本研究では、上州蚕糸業と絹流通構造の巨視的分析

と微視的分析を行うことで考察を行う。

　第二章では、まず上州・蚕糸業が古代から存在し現

在まで続いていることを史実として確認する。その上

で、第三章で巨視的分析として、各時代の主な交通と

絹流通構造を整理する。これを踏まえ、第四章で微視

的分析として、民家・集落においての蚕糸業と絹流通

の関係を整理する。そして、第五章で各時代の要素を

重ね合わせることで考察を行い、上州蚕糸業と絹流通

構造から古代社会の連続を考察し、明らかにすること

を試みる。

　本論文は古代社会や蚕糸業の全般について論じるも

のではなく、ある一つの事例により述べるものである。

【序論】

第二章　蚕糸業と上州　　　　　　　　　　      
　本章では、『日本蚕糸業史』(註 3)『上州蚕糸業史』(註 4)

などの文献資料を確認することで、上州・蚕糸業が古

代から続いてきたものであることを確認する。

　上州は、かつて東国 - 毛野国 - 上毛野国 - 上野国と

言われていた地域であり、古代において豪族による大

きな権力が存在した。日本における蚕糸業伝来は、弥

生時代中期頃とされ、『日本書紀』(註 5)『古事記』(註 6)『魏

志倭人伝』( 註 7) に記載があることからも古くから存在

していたことが確認できる。上州における蚕糸業は朝

鮮半島からの帰化人により及ぼされたと考えられ、早

い時期から蚕糸技術があったとされている。また、蚕

糸業において各時代で絹流通が行なわれていた。

　つまり、上州・蚕糸業が古代から続いていることと

蚕糸業において絹流通が重要であることが確認できた。

第三章　蚕糸業と交通・流通　　　　   
　本章では、前章により蚕糸業と絹流通を各時代の交

通・流通を通して、巨視的に分析する。

■古代 - 古代の街道として五畿七道 ( 註 8) の東山道、絹

流通として御厨 (註 9) により、分析・考察を行なう。

■中世 -中世の街道として鎌倉街道上道により、分析・

考察を行なう。
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おり、古代集落は

絹流通でつながっ

ていたことが確認

で き た。 つ ま り、

古代集落と古代集

落は、絹流通によ

り結ばれ、それは

形を変えて現在に

も存在することが

確認できた。

　本章では、前章

の絹流通を踏まえ

て、民家・集落に

おける蚕糸業を微

視的に分析する。

　■高山社跡

　換気と温湿度管

理をきめ細かく行

う「清温育」を確

立し、その普及の

ために設立された。

■田島弥平旧宅

　痛風を重視した

「清涼育」を確立し

た場所で、『養蚕新

論』『続養蚕新論』

を著し、ここで開

発された養蚕民家

の形式は全国へ広

まった。

　このふたつの絹

産業遺産は古代集

落が比定されてい

る領域の中にある

第四章　蚕糸業と民家・集落　　　　 
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確認できた。

　これらのことより、古代集落は蚕糸業と密接に関係

していた絹流通を通して、他の集落・地域とつながっ

ていて、これは古代から現代まで続いていることが確

認できた。つまり、上州の古代集落は閉塞的ではなく、

蚕糸業を通してつながり合い続けていたことが確認で

きた。

第五章　考察・古代社会の連続　　　   
　本章では、第二章を踏まえ、第三章で考察した巨視

的分析と第四章で考察した微視的分析をまとめ、さら

に考察する。

　第三章の巨視的分析から、各時代の交通は重なり合

い現代に続いていることと、絹流通を通して古代集落

は他の地域とつながっていることが確認できた。つま

り、絹流通とそれを継承する交通は古代集落と古代集

落を古代集落と他の地域を直接的につなぎ続けている。

　また、蚕糸業は専業的ではなく、農業や酪農ととも

に副業的に行なわれてきた。そして、蚕糸業の衰退後は、

農業や酪農に推移した。これと第四章の微視的分析か

ら、蚕糸業は副業的な産業として、古代集落の生活基

盤と古代集落の生活基盤を間接的につなぎ続けていた。

【結論】第六章　結論　　　　　　　　
本研究では、上州蚕糸業と絹流通構造を事例として、

近代産業から古代集落を現代都市から古代集落をみる

ことにより、古代から現代が蚕糸業と絹流通を通して

連続していることが確認できた。つまり、蚕糸業と絹

流通をあるひとつの事例として古代社会が連続してい

ることが明らかになった。
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